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片品村老人クラブ連合会で初めての「寄せ植え教室」を6月11日に鎌田の片

品村トレーニングハウスで、朧月の星野学さん（菅沼）を講師に迎え開催しました。

県内でも珍しい取り組みで参加者が隼まるのか心配でしたが、36名の申込み

があり、午前・午後の2回に分けて行いました。

役員会で老人クラブ会員減少が話題となり、女性会員が6割以上を占める中

「女性が参加しやすい行事」を役員会で企画検討し、今回の実現となりました。

今回の寄せ植え教室は参加者にとても好評でしたので、今後も続けたいと考

えています。皆さんからも新規事業のご意見やご希望等をお寄せください 9竺
この広報誌は共同基金の配分を受けて発行していま:�:,2
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▲ハーバリウムに挑戦する参加者の皆さん

々方の員役会族遺るすを掃清の碑魂忠▲
 

片
品
村
遺
族
会
で
は 、
7
月
30
日

の
役
員
会
終
了
後 、
寄
居
山
に
あ
る

忠
魂
碑
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た 。

毎
年
お
盆
に
向
け
て
役
員
が
清

掃
を
行
っ
た
後 、
戦
争
で
亡
く
な
ら

れ
た
尊
い
犠
牲
者
を
供
養
す
る
為

に 、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
慰
霊
祭

を
行
っ
て
い
ま
す 。
今
年
は
役
員
15

名
全
員
で
行
い
ま
し
た 。

忠
魂
碑
に
は 、
戦
没
者
の
御
霊

（
み
た
ま）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す 。
寄

居
山
公
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん 、
周

辺
に
ゴ
ミ
な
ど
を
散
ら
か
さ
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す 。
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の
他 、
仕
事
だ
け
で
な
く
日

帰
り
研
修
旅
行
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ど
も
行
っ
て
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ま
ず
は
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気
軽
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お
電
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平
日
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時
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ら
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時）

を勺屯

▲ふれあいバザールちびっ子商店街の皆さん

夏
休
み
に
入
っ
た
7
月
20
日 、
花

咲
の
湯
の
奉
仕
作
業
と
ハ
ー

バ
リ
ウ

ム
体
験
会
が
開
か
れ 、
16
名
が
参

加
し
ま
し
た 。

午
前
中
は
花
駅
の
庭
の
草
取
り

に
汗
を
流
し
ま
し
た 。
午
後
は
み

な
か
み
町
た
く
み
の
里
に
あ
る
「
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
家」
で 、
ビ
ン
に
専

用
の
オ
イ
ル
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー

な
ど
を
人
れ
て
楽
し
む
「
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム」
に
挑
戦
し
ま
し
た 。

花
咲
の
湯
の
駐
車
場
に
置
か
れ

て
い
る
自
動
販
売
機
の
収
益
の一
部

は 、
母
子
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま

す
の
で 、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す 。

片
品
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

は 、
ご
家
庭
や
会
社・
事
業
所 、
役

場
な
ど
か
ら
様
々
な
仕
事
を
有
償

で
引
き
受
け 、
60
歳
以
上
の
会
員

に
紹
介
し
て
い
ま
す 。

0
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ね
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・
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ン
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の
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賛
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・
健
康
で
仕
事
に
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欲
の
あ
る
方

0
主
な
仕
事
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・
除
草
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業
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の
屋
外
作
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・
ト

マ
ト

選
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農
作
業
手
伝
い
等

血
洗
い・
清
掃
な
ど
の
屋
内
作
業

0
年
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費

一
五
0
0
円

善意の心 寄附

ー、 金 10,000円匿名の方

平成31年4月~7月末

ー傘 32,000P3
東部防火協会

チャリティ ー ゴルフ大会）

ー、 金 12,503円ふれあいバザールちびっ子商店街
（片品村商工会青年部）

以上の方から、 社会福祉向上のためにと寄付をいただきました。
ご趣意に添うよう有効に活用させていただきます。




